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主 な 温 泉 熱 利 用 方 法

ナトリウム-塩化物・硫酸塩温泉泉 質

55℃熱利用温度

既存温泉利 用 温 泉

約995万円 （一部補助金あり）総 事 業 費

東伊豆町で自噴している熱川温泉は源泉温度が高いことが特徴で、

水(井戸水)で薄めることで適正温度にした後に、各浴場設備にて提

供している。「出来る限り温泉を薄めず、お客様に温泉をより濃く味

わ っ て ほ し い 」 と い う 思 い か ら 、 補 助 金 を 活 用 し て 熱 回 収 ユ ニ ッ ト

(熱交換器含む)の導入を行い、温泉熱の給湯利用を行った。

余剰熱を給湯に活用するこ とで源泉への加水量を削減できるだけ

でなく、上水加熱のため のエネルギーコストの削減、並びにCO2排

出量の削減に成功した。

静岡県
賀茂郡
東伊豆町

CO2 排出量
削 減 効 果

エネルギーコスト
削 減 効 果

85.1
t-CO2/年相当

37 万円
年相当/

熱回収ユニット
（熱交換機含む）

上水（井戸）

温泉：約55℃ 上水：約55℃
約55℃

※蓄熱槽内温度低下時
の為の再加温用

温泉

水

低 高

温泉

水

蓄熱槽

利 用 先

温泉

各給湯系統へ
（熱供給）

利 用 先

浴槽

約15℃

ヒートポンプ
熱交換器

4年事業

１年目

2年目

3年目

4年目

2017年

2018年

2019年

2020年

事業者内での
合意形成

施工完了
稼働開始

2月

温泉供給

協力依頼

協力

熱供給

資金調達

返済

協 力

・株式会社ユーアイ技研
熱回収ユニットの製作/
保守点検管理

・株式会社
ブルーオーシャン
ホールディングス

補助金申請時の補助/
各種計算/
定期報告のための
CO2削減効果の算定

・日本政策金融公庫
・静岡銀行
・商工中金

融資の相談

温 泉 供 給

実 施 主 体

株式会社ニュー熱川
プリンスホテル

・補助金
・融資
・自己負担

金 融

株式会社ニュー熱川
プリンスホテル

熱 需 要

株式会社ニュー熱川
プリンスホテル

※ 本事例は「令和3年度温泉熱等の有効活用等普及促進調査等委託業務」にて調査・整理した事例であり、掲載情報は調査当時のものであることから、詳細な状況は変更されている
可能性がございます。

※ 1：CO2排出量削減効果とエネルギーコスト削減効果は補助事業実績報告書に基づいた数値です。

3月 10月

補助金
検討開始

10月

取組の
検討開始

補助金
交付申請

金融機関
への相談※1

※1:融資の相談はホテルの運営等の相談に合わせて随時行っていたため、具体的な時期は不明

10月6月

補助金活用
有無の決定

・補助金交付決定
・施工工事契約締結
・施工開始

11月

補助金交付額決定
（完了実績報告書提出）

3月

約75℃

75

温泉
温度

℃


